
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

’

■

（328）大正五 ・
年八

『
月十五

、

日

（

轄
　
　

録
）

　
O
ヌ

ヵ

ヂ

キ

の
「

ベ

ソ

ネ
ラ
」

ノ

よ

で

匍
つ

て

居
て

刺
す
こ

と
が

あ
る

。

叉

信

州
な

ど
の

山

地

に

行

く

乏

落
葉
松
な

ど
の

下

に
ヱ

ゾ

ア

カ

ヤ

マ

ァ

リ

（

穿
§
蝋

§

ミ

さ

壁

§
98

ミ

く

鴛璽

慧
芻
o

ミ
恥

昏

曷
o
蓼
国

戸
）

の

集
が

あ

つ

て

其
の

中

に

踏
み

込

ん

だ

ぢ
最

後
績
々

と
足

を

登
つ

て

噛
み
つ

く
の

に

弱

ら

せ

ら
れ
る

。

然
し
こ

の

塲
合
に

は

刺
す

の

で

は

な
い
、

只

噛
み

附

く
ば
か

り
だ

か

ら

大
し

て

痛
は

域
じ
な

い
。

兎
に

角
蜂
程

に

劇
し

く

刺
す
こ

と
は

な
い

か

ら
人
饐
に

封
す
る

直
接
の

害
と
し
て

は
云

ふ

に

足

り

な
い

も
の

と

思
つ

て

居
陀

。

然
る

に

昨

年
の

六

月

頃
栃

木
縣
の

薪
聞

を

見
る

と

蟻
が

嬰
兒
を
盲
に

し
だ

と
云

ふ

記
事
が

あ

つ

だ

の

で、

早
速
其
を
診

察
し

陀

栃
木

緜
芳
賀
郡

眞
岡

町
の

眼
科

醫
織
田

玄

吾

氏
に

其
の

病
状
の

逋
知
と

、鹽，

若
し

あ
れ

ば
其
の

蟻
の

標
本
を

邃
つ

て

貰
ふ

こ

と

を
依
頼
し
π

其
の

返
筝
の

大
略
を

次

に

載
せ

る
。

　
『．

該
患
者
は

赤
貧
洗
ふ

が
「
如

き

賎

家
に

生
れ

陀
る

生

後
二

十
ニ

ー
1

三

日

の

嬰
女
に

し
て
、

父

は

出

稼
に

て

不

在
中、

母

は

六
才

な

る

男
兒
を

連
れ、

床
上

に

眠
れ
る

赤
子

を

其
の

ま
よ

に

他

出

し
、

三

時
間
牛
後
歸
宅
せ

る

に、

數
百

千
の

蟻
は

黒

山
の

如
く

赤
兒
の

顏

面
・

眼
球
・

眼
瞼・
鼻
孔・
口

唇
・

耳
孔

等
に

附

着
せ

り
。

診
斷
せ

る

は

巳

に

四

時

間

後
に

て

左
右
の

眼
球
臼
色

に

變
じ、

翌

日

は

角
膜
潰

瘍
に

罹
り

居
れ

り、

之

蟻
酸

中
毒
の

爲
な

り
。

身
體

甚
し
く

疲
勞

せ

り
。

後
數
日

に

し
て

濃
瘍
に

變
じ

、

今
日

に

て

は

生

命
の

み

は

助
か

り

陀
る

も
兩
眼

典

に

明
晴
を

辨
す
る

位
な

り
。

』

（

後
略
）

　
樹
加
害
せ

し

蟻
の

標
本

數
疋

を
遞
ら

れ
陀

の

を

檢
す
る

と、

ト

ビ

イ
ロ

ケ

ヤ

リ冒
（

b
§
ミ
軌

苳

耐
ミ

）

‘
で

あ
つ

お
、

或
は

其
の

變
種

か

里
御

も

と
も
思
ふ

け

れ

ど
も
標
本
が

少
ぐ

て

確

か

め

る

こ

と
は

禺
來

な
か

つ

だ

が、

何
れ
に

し
て

も

大
し
だ

差
の

な
い

も
の

で

あ
る

。

蟻
が

職
類

を
害
す
る

こ

と
は

熱
帶
で

は

あ
る

こ

と
で

あ
る

し
、

内
地
で

も
犬

の

見
な

ど
に

蟻
が

柁

か

る

こ

と
が

あ

る

か

ら

不

患
議
は

な
い

と
し
て

も、

餘
り

聞
か

な
い

例
の

や

う
だ

か

ら
茲

に

記
し
て

置
く

。

他
に

若
し

類
例
が

あ

れ
ば

御
通

知
を
得

陀

い
。

（

矢
野

宗

幹
）

　
　

●
メ

カ

ヂ

キ

の
「

ペ

ン

ネ

ラ
」

　
今

年
三

月
十
三

日
、

房
州

産
の

メ

カ

ヂ

キ

に

寄
生
し
て

居
π

と

い

ふ

大

き

な
「

ペ

ン

ネ

ラ
」

の

標
本
を
二

個
得

セ
。

是

は
二

個
共

頭

部
が

無

く
て

不

完

全
で

あ
る

か

ら
、

何

れ

完
全

な

標
本

を
得
て

か

ら
と
思
つ

て

居
沈
が、

ま

だ

そ

れ
が

手

に

入

ら

ぬ

故、

取
あ
へ

す

其

不

完
全

な

標
本
に

就
て

報
告
を

し
て

置
く

。

　
測

定
表

は
下

の

如

く

で

あ
る

。・

標

本

1

療

本

h

頸

部
の

長
さ
〔
前

端
切

れ

＃
る

儘）

　
，

　
　一
六
。

0
糎

1

｛

　

于
五

糎

同
　

幅
（

中
央

部
に

於
る

）

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

二
・

八

粍

卜　　」　　」

−

L
ー
」
孟

並

舞
蟹
譬

　
　
　
　
一

『

ー
｝「
ー
ー

i
匿
　
　

頁
糎

同
　
幅
汽

中

央

部
に

於
る
） ．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五・
O
粍

　
　
；

…　
　　
…　　
1　　
−
1　　　
　　

tI
　　　
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　
司　−
l　　　
I　　唱　　
ll

ー　
ー　　
ー　
ー「　
−　　　
｝　
−

ー

後
膈

部
の

長

さ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
三

・

八

糎

…

一

　
五

6
並

　

　一

　

三
糎
［

1

　
　

　
　

　
　
riIl

ー
ー
ー
ー　　」　
ー　脚　
I

I1
1

同

幅
（

奥
部
・

於
・

）

　
　
［

　

三

6
韮

　
二

λ
粍

絮
・

長

・

　
　
　
　
一

　

表
損
）

　

同

上

同

幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
O・
五

粍

，

」
1

約

9

壷
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頸

部
は

比

較
的
に

非
常
に

長
い

が
、

其

全

長

を

迺
じ
て

殆

ど
同

幅
あ
で

る
。

生
殖
節
も
全

長
殆

ど
同

幅
。

唯、

後
胴

部
は
、

基

部
か

ら
後
端
の

方
向
に

向
つ

て

次

第
に

少
し
く

細
く

な
つ

て

居
る

が
、

併
し
そ

れ

も
甚
し
く

細
く

な

る

事
は

な
い
。

後

胴

部
の

先

端
に

は
、

左
右
に

一

各
一

個
宛
の

瘤
献
突
起

が

あ

る

が、

（

工
）

の

標
本
で

は
、

此

突
起
は

著
し
く
不
鮮
明
で
、

唯
其
痕
跡
を

示

し

て

居
る

の

み

で

あ

る
。

頸

部
と
生

殖
節
と
の

堺
は

多

少
明
瞭
で

あ

る
。

生
殖
節
に

黶

鞴
饕
磁
黔

樋

欝
隷
難
窟

懸

同

樣
の

構
遘

が

稍
朋

か

に

表

は

れ

て

居
る

。

絲
歌
突
起
は

長
さ

約

一

糎
で
、

幾

分
か

分
岐
し、

房
状
に

な

つ

て

居
る

。

頸

部
の

前
方

で

は
ク

チ

ク

ラ

は

比

較
的

薄
い

が、

後
方
の

生
殖
節、
に

近
い

部
で

は

非
常
に

厚

く
、

其

厚
さ

〇

八
粍
位

に

迄
な

つ

て

居
る

。

生

殖
節

の

ク

チ

ク

ラ

も
、

背
面
は

殆

ど
之

と
同

樣
の

厚
さ

を

持
つ

て

居
る

が
、

腹
面
は

少

し
く

薄
い

。

標
本
を

持
つ

て

賚
塲

食
生
の

者
に

就
て

見

薩
に

よ
る

と

こ

頸

部
は、

其

の

内
に

め
る

血
（

7
）

の

爲
か
ハ

赤
禍
色

を

呈
し
て

居

た

が
、

夫
よ

b
後
方
の

體
の

部
分
及

絲
栽
突
起
は

黒

褐
色、

ク

チ

ク

ラ

は

薄
い

黄
褐
色
で

蓬

明、

卵
糸
も
久

チ

ク

ラ

と

略

ぼ

同

樣
の

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

へ

色
を

示
し
て

居
π

。

頸
部
の

切

口

か

ら
出
る

赤
褐
色

の

液
を

檢
鏡

し

た

が
、

血
球
は

見

え
な
か

つ

陀
。

　
採
集
者
の

言
ふ

處
に

據
る

と

1
卜
宿
主

は
、

體
重

六

十

貫
位
の

大
き
な

メ

カ

ヂ

キ

で
、

「

ベ

ン

オ

ラ
」

は
、

其
の

第
一

臀
鰭
の

後
端

の

少
し

く
上

方、

側

線
の

少
し

く

下

方
に、

二

個
一

緒
に

寄
生
し
「

（

雜
　
　

録
）

　
O
メ

カ
ヂ

キ

の
「

ペ

ソ

ネ

ラ
」

・

て

居
陀

。

「

ペ

ン

ネ

ラ
」

の

寄
生
し
て

居
泥

附

近

の

筋
肉
は
玉

臼
味

を

帶

び

て
、

著
し
く

他
の

部
と

外
觀

を
異
に

し、

多
少
ふ

や

け

耙

や

う
に

な

つ

て

居
陀

。

寄
生

蟲
を

引
拔
く

折

に、

頸

部
は

ち

ぎ

れ、

其

切

口

か

ら、

比

較
的
多
量
の

血
が

流
れ

出

た
。

大

底
の

種
類
の

カ

ヂ

キ

に

は

寄
生
蟲
（

「

ペ

ン

ネ

ラ
」
）

が

居
る

が
、

併
し

な

が

ら
、

そ

れ
は

、

何

れ
の

個
體
に

は

見

出
さ

れ

る

と

い

ふ

譯
で

は

な
い
、

叉、

寄
生

蟲
は、

“

般
に、

比

較
的

薄
い

皮

膚
を

持
つ

て

鬢
る

メ

カ

ヂ

キ

に

多
く、

他
の
、

厚
い

皮
膚
の

種
類

に

は

割

合
に

少

な
い

。

徇

ほ
、

寄
生

揚
所
は

、

體
の

後
方
が

多
く、

前
方

は

少
な

い
。

今
回
の

標

本
を

、

曾
て

報
告
し

華
の

あ
る

懿
甕
）

；
バ

ゥ

の

「

ペ

シ

ネ

ラ
」

と

比

較
す

る

に
、

大

體
の

形
献
及
色

彩
等

は

兩

者
互

に

相

類

似
し
て

居
る

が
、

荷
ほ、

下
の

や

う
な

諸
點
に

於

て
、

多
少
の

相

違

を
示
し
て

居
る

ロ

　
ハ

ー
）

　
メ

カ

デ

キ

の

者
は

マ

ン

バ

ウ

の

者
に

比

し、

一

般
の

體

形

著
し

く

大
で

あ

る
。

　
（

11
） ，

　
マ

ン

バ

ウ

の

者
で

は

頸
部
の

長
さ

が

生

殖
節
の

長
さ

に

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

●

比

し
て

殆

ど

同
じ
て

あ
る

か、

或
は

僅
に

火
き
い

の

み

で

あ

る

に

反
し、

メ

カ

ヂ

キ

の

者
で

は
、

前

者
は

後
者
の

殆
ど
三

倍
或
は

そ

れ

以

上

に

な
つ

て

居
る

。

　
（

田
）

　
メ

カ

ヂ

キ

の

者
で

は
、 ．

生
殖
節
の

環
節
状

構
造
が、

マ

ン

バ

ウ

の

者
に

比

し、

著
し
く
不

鮮

明
で

あ
る

。

　

上
に

記
述
し
だ
メ

カ

ヂ

キ

の
「

ペ

ン

ネ

ラ
」

が、

果
し
て

 
鵯

尋

薫
〜

登

9．
蕁〔
ミ
ミ．

詳
画

と
同
一

の

も
の

で

あ
る

や
否
や
に

就
て

は、

今
は

勿
論
何

等
の

確
定
を

輿
へ

る

事
が

で

き
澱

。

「
（

石
井
重
羮
〉

四

七
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